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寄
付
採
納
に
つ
い
て

　

伊
方
町
三
崎

　

山
下
康
喜
氏
よ
り

　

学
校
教
育
の
推
進
に
役
立
て
て

欲
し
い
と
１
５
０
万
円
の
寄
附
を

さ
れ
た
も
の

伊
方
町
製
氷
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

　

水
産
物
鮮
度
保
持
施
設
（
製
氷

施
設
）
の
設
置
に
伴
い
、
条
例
の

一
部
を
改
正

　

製
氷
施
設
を
伊
方
製
氷
施
設
に
改
正

　

三
崎
製
氷
施
設
を
追
加

伊
方
町
集
会
所
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

　

川
之
浜
集
会
所
の
用
途
廃
止
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

伊
方
町
廃
棄
物
処
理
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

平
成
21
年
度
伊
方
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
７
３
万
７
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

５
億
２
、
４
０
７
万
４
千
円
と
す

る平
成
21
年
度
伊
方
町
小
規
模
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
８
万
７
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

２
億
７
、
２
７
７
万
１
千
円
と
す

る平
成
21
年
度
伊
方
町
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
４
３
万
３
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

１
、
１
２
８
万
３
千
円
と
す
る　

平
成
21
年
度
伊
方
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

水
道
事
業
費
用
に

１
５
７
万
１
千
円
を
追
加
し

費
用
の
総
額
を

３
億
９
１
１
万
５
千
円
と
す
る

12 月 定 例 会 の 動 き12 月 定 例 会 の 動 き12 月 定 例 会 の 動 き
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰

第19回定例会は12月16日～18日開催
報告１件、条例５件、補正予算９件
　　契約４件、その他１件

（全て原案可決･認定しました）

主
な
決
定
事
項

報
　
　  

告

条
　
　  
例

補
正
予
算

い
て　

　

伊
方
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を

改
正

伊
方
町
斎
場
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

　

佐
田
岬
斎
場
の
建
設
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正

伊
方
町
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
公
共
用
施
設
維
持
運
営
基
金
条

例
制
定
に
つ
い
て

　

伊
方
町
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
公
共
用
施
設
維
持
運
営
基
金

を
設
置
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定

４
、
０
６
４
万
５
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

19
億
８
、
５
４
０
万
４
千
円
と
す

る直
営
診
療
施
設
勘
定

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
、
２
１
９
万
６
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

６
億
９
、
５
２
３
万
６
千
円
と
す

る平
成
21
年
度
伊
方
町
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
４
６
万
２
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

８
８
２
万
３
千
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
８
６
万
７
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

１
億
７
、
０
４
８
万
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
、
１
２
４
万
１
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

11
億
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
一
般
会
計
補

正
予
算 (

第
５
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
、
４
１
３
万
６
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

１
２
０
億
３
、
１
０
１
万
３
千
円

と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
３
号
） 

事
業
勘
定

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
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契
　
　  

約

三
崎
（
与
侈
）
漁
港
港
整
備
交
付

金
事
業
請
負
契
約
の
変
更
締
結
に

つ
い
て

変
更
前

２
億
２
、
５
５
４
万
円

変
更
後

２
億
４
、
２
３
２
万
１
千
円

（
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額
）

有
限
会
社
三
崎
建
設

塩
成
漁
港
港
整
備
交
付
金
事
業

（
分
割
の
１
）
請
負
契
約
の
変
更

締
結
に
つ
い
て

変
更
前

１
億
１
、
９
１
７
万
５
千
円

変
更
後

１
億
３
、
２
６
９
万
４
千
円

（
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額
）

有
限
会
社
竹
場
建
設

豊
の
浦
漁
港
漁
業
集
落
環
境
整
備

事
業
集
落
排
水
施
設
処
理
場
建
設

工
事
請
負
契
約
の
変
更
締
結
に
つ

い
て

変
更
前

１
億
１
、
２
３
５
万
円

変
更
後

９
、
８
４
３
万
円

（
事
業
量
変
更
に
よ
る
減
額
）

そ
　
の
　
他

伊
方
建
設
有
限
会
社

伊
方
町
立
三
崎
小
中
学
校
プ
ー
ル

新
築
工
事
請
負
契
約
の
変
更
締
結

に
つ
い
て

変
更
前

１
億
２
、
４
９
５
万
円

変
更
後

１
億
２
、
９
８
４
万
８
千
円

（
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額
）

五
洋
・
浜
本
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体　

五
洋
建
設
株
式
会
社
四

国
支
店

第17回臨時会は、11月20日に開催され、上程された議案は何れも原案のとおり可決されました。
【第17回臨時会報告】

○（仮称）伊方町斎場新築工事請負契約の締結について（再議）
　　　契約金額　２億1,315万円　
　　　一宮・小林特定建設工事共同企業体　株式会社一宮工務店

○伊方町議会議員の議員報酬及び期末手当並びに費用弁償支給条例の一部を改正する条例制定について
　　　期末手当の支給率
　　　６月　期末手当1.60→1.45月（△0.15月）
　　　12月　期末手当1.70→1.65月（△0.05月）

○伊方町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について
　　　期末手当の支給率
　　　６月　期末手当1.60→1.45月（△0.15月）
　　　12月　期末手当1.70→1.65月（△0.05月）

○伊方町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について
　　　人事院勧告
　　　　給料平均改定率　△0.2％
　　　期末勤勉手当の支給率
　　　６月　期末手当1.40→1.25月（△0.15月）
　　　　　　勤勉手当0.75→0.70月（△0.05月）
　　　12月　期末手当1.60→1.50月（△0.10月）
　　　　　　勤勉手当0.75→0.70月（△0.05月）
　　　住居手当（持ち家）廃止

○伊方町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
　　　人事院勧告　　住居手当（持ち家）廃止

○伊方町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例制定について
　　　人事院勧告　　住居手当（持ち家）廃止

○平成21年度伊方町一般会計補正予算（第４号）
　　　歳入歳出それぞれ1,615万4千円を追加し、予算の総額を120億8,514万９千円とする

○三崎製氷施設新築工事請負契約の締結について
　　　契約金額　8,179万５千円　　堀田建設株式会社伊方支店

伊
方
町
健
康
交
流
施
設
亀
ヶ
池
温

泉
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て指
定
管
理
者

株
式
会
社　

ク
リ
エ
イ
ト
伊
方

指
定
期
間

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
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一
　
般 

　
質
　
問

　
通
　
告
　
概
　
要

篠　

川　

長　

治　

議
員

　
○
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
等
に
つ
い
て

　
○
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
交
付
規
則
等
に
つ
い
て

清　

家　

慎
太
郎　

議
員

　
○
耕
作
放
棄
地
対
策
等
に
つ
い
て

　
○
次
期
町
長
選
の
出
馬
意
思
に
つ
い
て

桝　

田　

和　

美　

議
員

　
○
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

小　

泉　

和　

也　

議
員

　
○�

伊
方
町
人
権
尊
重
の
町
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て
の
町
長
の
認
識

及
び
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

　
○�

勧
奨
退
職
者
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
事
件
の
訴
訟
の
判

決
に
つ
い
て

篠
川
　
長
治 

議
員

電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
等
に
つ
い
て

問　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

は
、
平
成
15
年
に
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
、
電
源
立
地
特
別
交

付
金
等
を
統
合
し
て
創
設
さ
れ
、

新
た
に
地
域
活
性
化
事
業
（
ソ
フ

ト
事
業
）
が
交
付
対
象
事
業
に
追

加
さ
れ
、
幅
広
い
事
業
が
実
施
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　

交
付
対
象
は
、
電
源
立
地
の
都

道
府
県
、
所
在
市
町
村
、
隣
接
市

町
村
等
で
あ
る
。

　

平
成
12
年
１
月
18
日
、
伊
方
町

は
県
と
、
電
源
立
地
特
別
交
付
金

市
町
村
枠
の
配
分
率
に
つ
い
て

（
伊
方
0.5
、
保
内
0.2
、
瀬
戸
0.2
、

三
崎
0.1
）に
て
同
意
し
て
い
る
が
、

報
道
で
は
こ
れ
が
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
交
付
金
の
配
分
に
準
用
さ
れ
た

と
な
っ
て
い
る
。

　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
に
、

こ
の
配
分
を
準
用
し
た
根
拠
の
説

明
。

答　
配
分
率
に
つ
い
て
は
、
議
員

の
言
わ
れ
る
電
力
移
出
県
等
交
付

金
の
率
を
準
用
し
た
も
の
で
は
な

い
。
あ
く
ま
で
今
回
交
付
さ
れ
る

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
に
対
し

県
と
伊
方
町
、
八
幡
浜
市
の
３
者

協
議
に
よ
り
決
定
し
た
も
の
で
あ

る
。 

（
町
長
）

答　
（
１
）
町
と
県
は
対
等
で
あ

り
、
配
分
比
率
に
差
が
あ
る
の
は

納
得
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
最

低
条
件
と
し
て
交
渉
に
あ
た
り
、

県
の
理
解
を
得
て
双
方
が
26
億
７

千
万
円
と
同
額
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
県
の
計
画
内
容
は

県
立
中
央
病
院
の
整
備
を
中
心

と
し
た
計
画
、
ま
た
八
幡
浜
市
は

市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
の
整
備
の

た
め
の
事
業
で
、
伊
方
町
民
も
そ

の
多
く
が
利
用
す
る
も
の
で
あ
り

立
地
町
と
し
て
の
要
望
等
も
充
分

に
配
慮
し
て
い
た
だ
い
た
計
画
と

な
っ
て
お
り
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
。

（
２
）
計
画
し
て
い
る
事
業
は
、
伊

方
町
総
合
計
画
を
基
本
と
し
、
町

政
懇
談
会
等
で
の
意
見
も
集
約
し

町
民
の
要
望
等
も
充
分
考
慮
し
反

映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
町
民
へ

の
公
開
・
周
知
が
大
切
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
地
域

振
興
計
画
は
県
の
計
画
で
あ
り
、

町
が
勝
手
に
公
表
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
今
後
計
画
が
国
の
承
認

を
得
れ
ば
県
と
調
整
し
た
上
で
広

く
公
表
し
た
い
。

（
３
）
サ
イ
ク
ル
交
付
金
に
よ
る
計

画
の
考
え
方
は
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
だ
か
、
原
子
力
発
電
所

の
有
事
の
災
害
に
備
え
た
安
心
・

安
全
の
た
め
の
計
画
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
浸
水
対
策
は
豪
雨

等
の
自
然
災
害
に
よ
る
も
の
で
基

本
的
な
考
え
方
に
違
い
が
あ
る
。

排
水
設
備
に
つ
い
て
は
、
費
用
対

効
果
や
同
様
に
浸
水
の
恐
れ
の
あ

る
地
区
と
の
兼
ね
合
い
を
検
証
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付

金
交
付
規
則
等
に
つ
い
て

は
、
総
額
30
億
７
０
６
万
８
千
円

（
内
交
付
金
充
当
予
定
26
億
７
千

万
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

計
画
の
作
成
は
住
民
へ
の
公
開

及
び
周
知
、
要
望
等
を
充
分
に
反

映
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

う
が
、
周
知
等
は
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
議
会
、
区
長
会
等
で
随

時
行
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交

付
金
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
お

伺
い
し
ま
す
。

（
１
）
配
分
比
率
合
意
の
妥
当
性

に
つ
い
て
。

（
２
）
地
域
振
興
計
画
は
、
町
民

へ
の
公
開
及
び
要
望
等
を
集
約
し

て
作
成
す
る
の
が
順
序
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
う
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
。

（
３
）
使
途
に
つ
い
て
、
町
長
は

町
民
の
安
心
・
安
全
に
資
す
る
事

業
に
活
用
し
た
い
と
説
明
さ
れ
て

き
た
。
伊
方
小
学
校
周
辺
の
浸
水

対
策
は
、
湊
浦
港
埋
立
て
及
び
水

門
の
完
成
と
同
時
に
排
水
設
備
も

完
備
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
現

在
で
は
費
用
等
の
関
係
か
ら
様
子

を
見
る
と
な
っ
て
い
る
。
安
心
・

安
全
の
観
点
か
ら
、
こ
の
自
然
災

害
対
策
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

（
４
）
交
付
対
象
の
地
域
活
性
化

措
置
に
（
地
域
特
有
の
産
品
等
の

開
発
及
び
そ
の
他
地
域
の
産
業
振

興
に
資
す
る
事
業
）
等
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
・
漁
業
団
体
等
の
要
望
等
に
も

充
分
耳
を
傾
け
、
地
場
産
業
の
振

興
を
目
指
し
た
投
資
が
大
切
で
あ

る
と
思
う
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
。

問　
伊
方
原
子
力
発
電
所
の
プ
ル

サ
ー
マ
ル
導
入
に
伴
う
交
付
金
の

配
分
は
、
電
源
立
地
特
別
交
付
金

の
配
分
比
率
に
よ
り
、
県
と
伊

方
町
が
各
26
億
７
千
万
円
（
44
．

５
％
）
八
幡
浜
市
が
６
億
６
千
万

円
（
11
．
０
％
）
で
合
意
さ
れ
た
。

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
の
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
は
、
プ
ル

サ
ー
マ
ル
計
画
を
平
成
19
年
度
末

日
ま
で
に
同
意
し
た
場
合
、
そ
の

事
業
地
域
と
隣
接
市
町
村
の
振
興

計
画
に
寄
与
す
る
た
め
に
交
付
す

る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

交
付
規
則
に
基
づ
く
地
域
振
興

計
画
に
つ
い
て
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
は
、
計
画
に
掲
げ
る
べ
き

事
項
と
し
て
16
項
目
と
注
意
事
項

等
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の

４
項
目
を
挙
げ
る
と
、

②
地
域
振
興
計
画
の
必
要
性

⑦
地
域
振
興
計
画
に
対
す
る
事
業

地
域
の
住
民
の
要
望
及
び
意
見

⑧
地
域
振
興
計
画
の
事
業
地
域
へ

の
公
開
及
び
周
知
方
法

⑮
地
域
振
興
計
画
の
期
待
さ
れ
る

効
果
等
で
あ
る
。

　

町
が
県
へ
提
出
し
た
計
画
で



（ 5 ）

（
４
）
サ
イ
ク
ル
交
付
金
に
よ
る
計

画
は
、
安
心
・
安
全
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
策
定
し
て
お
り
、
農
漁
業

振
興
事
業
に
つ
い
て
は
既
存
の
交

付
金
や
補
助
制
度
等
を
活
用
し
て

ま
い
り
た
い
。 

（
町
長
）

問　
耕
作
放
棄
地
の
活
用
策
に
つ

い
て
ど
ん
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
、
あ
る
い
は
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

問　
（
１
）
家
族
が
介
護
す
る
こ

と
を
前
提
に
介
護
保
険
は
制
度
設

計
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
独
居
高

齢
者
や
老
夫
婦
世
帯
や
認
知
症
の

介
護
が
支
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う
、
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
域
の
介
護
力
の

開
発
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
伊
方

町
の
取
り
組
み
を
お
伺
い
し
た

い
。

（
２
）
男
性
の
家
族
介
護
者
も
増

え
、
男
性
な
ら
で
は
の
悩
み
の
傾

向
等
、
深
刻
な
課
題
も
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
今

の
介
護
保
険
制
度
で
は
家
族
介
護

が
評
価
さ
れ
て
お
ら
ず
、
家
族
介

護
者
の
生
活
支
援
が
重
要
と
思
う

が
、そ
の
認
識
と
対
応
に
つ
い
て
、

お
伺
い
し
た
い
。

問　
町
長
は
、
こ
の
問
題
に
対
し

て
自
ら
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、

町
民
の
方
々
に
対
し
て
先
頭
に

立
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
を
表
す
こ

と
、
ま
た
「
伊
方
町
人
権
尊
重
の

町
づ
く
り
条
例
」
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答　
こ
の
条
例
は
差
別
や
偏
見
の

な
い
明
る
く
心
豊
か
な
伊
方
町
を

目
指
す
町
民
の
総
意
で
制
定
さ
れ

た
町
づ
く
り
の
礎
と
な
る
条
例
で

あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
る
。
昨

年
度
、
町
内
の
各
地
域
で
実
施
し

た
町
政
懇
談
会
に
お
い
て
直
接
に

厳
し
い
ご
意
見
も
い
た
だ
い
た
。

今
後
、
指
導
者
の
育
成
、
町
民
の

学
習
機
会
の
確
保
、
町
民
の
学
習

意
欲
の
向
上
等
課
題
解
決
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
町
長
）

小
泉
　
和
也 

議
員

答　
（
１
）
21
年
に
策
定
し
た
第

４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、

基
本
理
念
と
し
て
、
健
康
的
な
高

齢
者
の
支
援
、
高
齢
者
の
日
常
生

活
の
支
援
、高
齢
者
の
尊
厳
保
持
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
幅

広
い
施
策
に
よ
る
支
援
を
掲
げ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
展
開
す

る
た
め
に
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
専
門
職
に
よ
る
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
総
合
相

談
、支
援
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
独
居
高
齢
者
や
高
齢
夫
婦

世
帯
等
の
何
ら
か
の
支
援
が
必
要

な
方
々
の
要
望
等
を
身
近
な
場
所

か
ら
包
括
セ
ン
タ
ー
に
繋
ぐ
た
め

の
窓
口
業
務
を
町
内
の
居
宅
支
援

事
業
所
と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
、
必
要
に
応
じ
て

家
庭
訪
問
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
医
療
機
関
や
民
生
委
員
等
、

様
々
な
社
会
資
源
と
連
携
を
図
り

福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

（
２
）
町
で
も
家
族
介
護
者
の
生

活
支
援
は
重
要
と
と
ら
え
て
お

り
、
介
護
方
法
等
に
関
す
る
知
識

や
技
術
の
習
得
を
促
す
た
め
の
家

族
介
護
教
室
の
開
催
や
、
介
護
者

の
身
体
的
、
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
介
護
手
当
や
介
護
用

品
の
支
給
等
を
行
っ
て
い
る
。

 　
　
　
　
（
町
長
）

伊方原子力発電所

清
家
慎
太
郎 

議
員

耕
作
放
棄
地
対
策

等
に
つ
い
て

答　
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
Ｊ
Ａ
西

宇
和
と
連
携
し
農
地
の
流
動
化
対

策
、
放
任
園
の
伐
採
事
業
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
放
棄
地

の
新
た
な
活
用
策
と
し
て
、
高
齢

者
で
も
生
産
可
能
な
作
物
の
普
及

と
共
に
町
な
ら
で
は
の
ブ
ラ
ン
ド

商
品
の
開
発
が
出
来
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
杜
氏

の
里
に
ち
な
み
酒
造
り
か
ら
う
ま

れ
る
酒
粕
を
用
い
て
比
較
的
簡
単

に
栽
培
が
出
来
る
瓜
を
使
っ
た
瓜

漬
け
の
大
量
生
産
を
行
い
販
路
を

確
保
出
来
な
い
も
の
か
と
考
え
て

い
る
。 

（
町
長
）

次
期
町
長
選
の
出
馬

意
思
に
つ
い
て

問　
本
当
の
意
味
で
の
山
下
町
長

独
自
の
伊
方
町
の
町
づ
く
り
は
２

期
目
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
が
、
町
長
は
次
期
町
政
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
お
ら
れ
る
か
。

答　
来
春
の
町
長
選
挙
へ
の
出
処

進
退
に
つ
い
て
は
、
こ
の
３
年
半

の
任
期
中
、
絶
え
ず
私
を
支
え
て

く
れ
た
家
族
や
親
族
の
気
持
ち

や
胸
の

内
、
後

援
会
の

方
々
の

お
考
え

を
充
分

聞
い
た

上
で
判

断
し
た

い
と
考

え
て
い

桝
田
　
和
美 

議
員

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

伊
方
町
人
権
尊
重
の
町
づ
く

り
条
例
に
つ
い
て
の
町
長
の
認

識
及
び
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

勧
奨
退
職
者
に
対
す
る
不

当
利
得
返
還
請
求
事
件
の

訴
訟
の
判
決
に
つ
い
て

る
。
現
時
点
で
は
明
確
な
お
答
え

が
出
来
な
い
が
、
年
明
け
早
い
時

期
に
発
表
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

 

（
町
長
）
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問　
（
１
）
本
件
に
関
し
て
の
判

決
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
件
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
、
ま
た
善
意
の

町
民
を
訴
え
た
こ
と
に
対
し
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
２
）
本
件
に
よ
っ
て
、
不
要
な

混
乱
を
招
い
た
責
任
、
更
に
は
、

裁
判
及
び
こ
の
件
の
関
係
に
要
し

た
町
長
、
副
町
長
、
収
入
役
、
職

員
の
人
件
費
や
出
張
旅
費
、
弁
護

士
費
用
、
訴
訟
費
用
等
は
、
町
民

の
血
税
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
町
民
の
皆
様
に

各
費
用
等
を
公
表
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
町
長
は
、
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
つ
も
り
か
。

答　
（
１
）
こ
の
退
職
金
割
増
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
大
勢
の
町
民

等
が
お
か
し
い
、
不
公
平
で
は
な

い
か
と
の
疑
念
の
感
情
を
抱
い
て

い
た
の
で
、
関
係
者
に
説
明
を
求

め
た
の
が
発
端
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
関
係
者
か
ら
明
確
な
説

明
が
得
ら
れ
ず
、
町
の
審
査
で
は

真
相
解
明
が
限
界
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
会
の
議
決
を
い
た
だ
い
て

提
訴
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
判
決
で
は
町
が
主
張
し

た
事
務
処
理
の
違
法
性
や
行
政
に

求
め
ら
れ
る
公
平
性
の
問
題
が
主

た
る
論
点
に
な
ら
ず
、「
本
人
の

意
思
に
反
し
て
退
職
を
求
め
ら

れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
退
職
し
た
職

員
２
人
は
退
職
金
の
割
増
を
受
け

る
権
利
が
あ
る
」
と
相
手
方
の
主

張
が
全
面
的
に
採
用
さ
れ
た
。（
町

の
敗
訴
）

　

納
得
で
き
る
内
容
で
は
な
か
っ

た
が
、
当
時
の
役
場
内
部
の
疑
惑

解
明
に
は
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

の
で
、
判
決
を
１
つ
の
区
切
り
と

受
け
止
め
て
い
る
。
こ
の
裁
判
の

発
端
と
な
っ
た
、
不
適
切
な
事
務

処
理
等
、
当
時
の
役
場
組
織
内
の

問
題
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
心

配
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
、

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

（
２
）
こ
の
よ
う
な
不
要
な
混
乱
、

事
態
を
招
い
た
原
因
は
「
退
職
金

の
請
求
事
務
や
必
要
な
予
算
計
上

を
適
切
に
行
わ
ず
、
違
法
な
支
出

等
ず
さ
ん
な
事
務
処
理
に
よ
る
混

乱
を
招
い
た
当
時
の
事
務
担
当

者
」「
当
時
の
経
過
を
説
明
す
べ

き
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
説
明
し

な
か
っ
た
当
時
の
町
長
及
び
職
務

代
理
者
」「
退
職
金
の
割
増
を
受

け
て
お
り
な
が
ら
、
町
の
調
査
に

協
力
し
な
か
っ
た
元
職
員
」「
割

増
さ
れ
た
退
職
金
に
つ
い
て
は
返

還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
判
断

し
、
提
訴
を
提
案
し
た
私
と
、
そ

の
議
案
に
同
意
し
た
町
議
会
」
こ

の
４
者
に
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
町
長
と
し
て
の
責

任
を
逃
れ
る
つ
も
り
は
毛
頭
な

い
。
費
用
に
つ
い
て
は
、
公
金
の

支
出
に
関
わ
る
た
め
公
表
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
内
訳
は
弁
護
士

費
用
、
職
員
の
旅
費
、
町
の
敗
訴

に
よ
る
訴
訟
費
用
含
め
65
万
２
、

６
９
６
円

と
な
っ
て

い
る
。

（
町
長
）

委 員 会（協 議 会）報 告

月　日 委員会（協議会） 概　　　　　　　　　　　　要

11月５日 議員全員協議会
新型インフルエンザについて
子育て応援特別手当について
三崎製氷施設の建設工事概要について

11月13日 議会運営委員会 第17回臨時会の運営について

12月４日 議会運営委員会 第19回定例会の運営について

12月８日 議員全員協議会

伊方町行政改革について
　①第１次伊方町行政改革大綱に基づく主要項目の進捗状況について
　②第２次伊方町行政改革の基本方針
伊方町中期財政見通しについて
核燃料サイクル交付金事業について
三崎小中学校プール新築工事の進捗状況について
伊方町健康交流施設　亀ヶ池温泉指定管理者の指定について
三崎製氷施設指定管理者の募集について
条例等の改正について
　・伊方町製氷施設条例の一部を改正する条例制定について
　・伊方町集会所条例の一部を改正する条例制定について
　・伊方町廃棄物処理施設条例の一部を改正する条例制定について
　・伊方町斎場条例の一部を改正する条例制定について
　・ 伊方町電源立地地域対策交付金公共用施設維持運営基金条例制定
について

その他
　①元三崎診療所歯科医師住宅について
　②元町道九町九町越線用地について
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総
務
文
教
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

①
伊
方
保
育
所
改
築
工
事

②
伊
方
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

③
伊
方
町
斎
場
新
築
工
事

④
伊
方
町
立
三
崎
小
中
学
校
プ
ー
ル
新
築
工
事

合
同
現
地
視
察

　

生
活
福
祉
・
産
業
建
設
・
総
務
文
教
委
員
会
合
同
の
現
地
視
察
が
平
成
21
年
11
月
４
日
㈬
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
素
、
書
類
審
議
の
多
い
議
会
活
動
に
あ
っ
て
、
実
際
に
現
地
を
見
て
勉
強
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
議
員
15
名
の
参
加
が
あ
り
、
建
設
中
の
施
設
の
配
置
や
機
能
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
担
当
課

長
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
視
察
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①伊方保育所改築工事

・建　設　地　伊方町湊浦
・木造平屋建て　Ａ＝771.35㎡
　　保育室３室、遊戯室、調理室他
・総事業費　２億1,105万円
・供用開始　平成22年４月１日

②伊方町リサイクルセンター建設工事

・建　設　地　伊方町九町（アラカヤ）
・鉄骨造平屋建て326.50㎡
・ ビン類、缶類、ペットボトル、プラスチック、発砲スチロー
ルの各処理機設置（処理能力　1.2ｔ/日）
・総事業費　１億2,274万５千円
・供用開始　平成22年４月１日

④伊方町立三崎小中学校
　 プール新築工事

③伊方町斎場新築工事

・建　設　地　伊方町神崎
・ 鉄筋コンクリート造２階建て338.16
　　 火葬炉　２基　待合ホール54席、和
室14帖、駐車スペース合計56台

・総事業費　２億1,315万円
・供用開始　平成22年４月１日

・建　設　地　伊方町三崎
・管　理　棟　ＲＣ造120.77㎡
　プ　ー　ル　25ｍ×５コース
　サブプール　５ｍ×10ｍ
・総事業費　１億2,984万８千円
・供用開始　平成22年４月１日
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議 　 会 　 日 　 誌議 　 会 　 日 　 誌議 　 会 　 日 　 誌

　

１
月
３
日
㈰
、伊
方
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
伊
方
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
山
下
町
長
挨
拶
の
後
、
菊
池

議
長
が
「
新
成
人
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、

自
ら
の
可
能
性
を
追
求
し
続
け
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
磨
き
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
伊
方
町
は
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い

ま
す
。」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
出
席
し
た
１
０
３
名
の
新
成
人
の

皆
さ
ん
は
、
新
し
い
社
会
を
担
う
存
在
と
し

て
希
望
を
胸
に
決
意
を
新
た
に
し
た
よ
う
で

す
。 【

伊
方
町
成
人
式
】

11月４日　議会だより編集委員会
　　　　　委員会合同現地視察
　　５日　宮城県女川町議会原発対策特別委員会視察
　　　　　議員全員協議会
　　８日　第４回伊方町社会福祉大会
　　10日　第２ブロック町議会議長会（松山市）
11～12日　第53回町村議会議長全国大会（東京都）
　　12日　定期監査（監査委員）
　　　　　例月現金出納検査（　〃　）
　　13日　議会運営委員会
16～17日　地方分権推進全国会議（東京都）
　　18日　行政改革推進委員会
　　20日　伊方町議会第17回臨時会
27～30日　第61回全国人権同和教育研修大会

12月１日　 愛媛県後期高齢者医療広域連合議会第３回
定例会（松山市）

　　４日　議会運営委員会
　　８日　議員全員協議会
　　11日　例月現金出納検査（監査委員）
16～18日　伊方町議会第19回定例会
　　21日　八幡浜地区施設事務組合議会定例会
　　22日　県町村議会議長会会計監査
　　　　　 第１回伊方町国民健康保険直営診療所連絡

会議
１月３日　伊方町成人式
　　12日　県町村議会議長会第２回定例会（松山市）
　　14日　例月現金出納検査（監査委員）
　　28日　伊方町環境監視委員会
　　29日　伊方原子力発電所環境安全管理委員会

菊池議長

茶話会

《視察来町》
　

　宮城県女川町議会　原発対策特別委員会
　さる11月５日、女川町町議会より17名の皆さ
んが視察のため来町されました。研修では、プ
ルサーマル計画についての説明を聞かれた後、
オフサイトセンター等を見学されました。

（研修内容）
　・伊方町の概況

　・ プルサーマル計画事前協議申し入れから事
前了解までの経過及び議会の対応について

[編集後記]

　日差しも少しずつあた
たかくなってまいりまし
た。
　議会だより第19号をお
届けします。
　ご意見・ご感想をお寄
せください。


